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Ｈ２５．３年第一回基礎学力テスト

１．

（５）

（１）２－７＝－５

（２）５ｘ＋６ｙ＋２ｘ－３ｙ＝７ｘ＋３ｙ

（３）等式

（４）ｘ

（ｘ＋６）（ｘ－３）

２＋３ｘ－１８

４ｘ＋３ｙ＝５

３ｙ＝－４ｘ＋５

ｙ＝－

を因数分解すると

４

３

をｙについて解くと

ｘ＋
５

３

（２ ３＋ ５）（２ ３－ ５）＝

＝１２－５＝７

２ ３ ２－ ５ ２

（６）二次方程式 ｘ２＋５ｘ－８＝０ を解くと ｘ＝
－５± ２５＋３２

２
＝
－５± ５７

２
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（８）Ｖ＝

（９）∠ｘ＝７６－４０＝３６°

（１０）ウ

１

３
π× ４２× ９＝４８π
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（１） ア

（２）Ｆ（１，５）Ｅ（２，４）Ｄ（３，３）Ｃ（４，２）Ｂ（５，１）Ａ（６，６）

（３）例えば△ＡＢＦが作れるのは（１，１），（５，５）と２通りある。

この６通りなので

△ＡＢＦ（１，１）（５，５）

△ＡＣＥ（２，２）（４，４）

この８通りなので

３６

６

３６

８

＝

＝

１

６

２

９

△ＡＢＣ（４，１）（５，２）△ＡＦＥ（１，４）（２，５）
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（１）１２０× ２＋５０× ３＝３９０円

（２）４０× ６００＋７２× ２００＋４８０ｘ＋１５０ｙ＝５７８４０

４０＋７２＋ｘ＋ｙ＝１８０

２４０００＋１４４００＋４８０ｘ＋１５０ｙ＝５７８４０

４８０ｘ＋１５０ｙ＝１９４４０

４８ｘ＋１５ｙ＝１９４４

１５ｘ＋１５ｙ＝１０２０

３３ｘ＝９２４

ｘ＋ｙ＝６８

ｘ＝２８ ｙ＝４０ 大人２８人 子ども４０人
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（１）Ｐ

（２）Ｑ（－３，－２）であるので

（３）ｍ上の点Ｄがあり、四角形ＡＰＤＱの面積が四角形ＡＢＱＣの面積と等しいので、

よってｍの式は

Ｂ（０，８）Ａ（４，０）

ＢＡ＋ＱＣ＝ＰＡ＋ＤＱ

Ｐ（３，２）Ａ（４，０）

Ｄ（ｘ，－２ｘ－８）

よってＤ（－９，１０）

ｙ座標が２であるので

－２＝６＋ｂ

－３－ｘ＋１＝７

ｙ＝－２ｘ－８

ｂ＝－８

Ｑ（－３，－２）

→ｘの増加量１

－６＝－２ｘ

ｙ＝－２ｘ＋８

２＝－２ｘ＋８

Ｑ（－３，－２）Ｃ（０，－８）→ｘの増加量４＋３＝７

傾き－２の直線ｍをｙ＝－２ｘ＋ｂとおくと、

－ｘ＝９

→ｘの増加量

ｘ＝３

ｘ＝－９

ｙ＝２

よってＰ（３，２）

－３－ｘ
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（１）△ＡＤＥ≡△ＢＤＦであることについて、

①②③より２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので

△ＡＤＥ≡△ＢＤＦ

中点なのでＡＤ＝ＢＤ

仮定よりＤＥ＝ＤＦ

対頂角なので ∠ＡＤＥ＝∠ＢＤＦ・・③

・・・・・・①

・・・・・・②

（２）∠ＢＡＣ＝ｘ°

∠ＡＦＥの大きさは？

四角形ＦＢＥＡは対角線がそれぞれの中点で交わることにより

平行四辺形である。

よって△ＡＦＥと△ＥＢＣにおいて

中点より

平行四辺形の向かい合う辺なので

ＡＦ＝ＥＢ

ＦＡ∥ＥＢより

①②③より２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいので

△ＡＦＥ≡△ＥＢＣ

よって∠ＡＥＦ＝∠ＥＣＢ

∠ＦＡＥ＝∠ＢＥＣ・・・・・・・③

ＥＦ∥ＣＢ

△ＡＦＥにおいて

∠ＡＥＦ＝∠ＡＣＢ＝ｙ

錯角なので∠ＦＡＢ＝∠ＡＢＥ＝３８°

∠ＡＦＥ＝１８０－ｘ－ｙ－３８＝１４２－ｘ－ｙ

ＡＥ＝ＥＣ

・・・・・・・・・・・②

∠ＡＣＢ＝ｙ°

同位角なので

・・・・・・①

これは同位角なので

∠ＡＢＥ＝３８° のとき、

（３）四角形ＡＦＢＥが正方形なので

よって

ＡＢ＝ＦＥより

ＡＢ＝ＢＣ

よって△ＡＢＣは∠Ｂ＝９０° の直角二等辺三角形である。

∠ＡＢＣ＝∠ＡＤＥ＝９０°

ＦＥ＝ＢＣから

対角線の長さは等しく垂直に交わる


